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 平成 29 年 11 月長浜市教育委員会定例会 会議録 

 

Ⅰ 開催事項 

１．開催日時 

  平成 29 年 11 月 15 日（水） 午後 1 時 30 分～午後 1 時 55 分 

 

２．開催場所 

  教育委員会室（長浜市八幡東町 632 番地 長浜市役所 5 階） 

 

３．出席者 

  教 育 長   北川貢造 

  委  員   井関真弓（教育長職務代理者） 

  委  員   西橋義仁 

  委  員   川口直 

  委  員   七里源正 

  委  員   西前智子 

 

４．欠席者 

  なし 

 

５．出席事務局職員 

   教育部長                 改田文洋 

    次長                   横尾博邦 

      次長兼教育総務課長事務取扱        中川京之 

教育改革推進室長             土田康巳 

教育指導課長                清水伊佐雄 

すこやか教育推進課長           宮川尚久 

すこやか教育推進課担当課長        大田久衛 

幼児課長                 堀浩次 

教育センター所長             二矢清孝 

学校給食室長兼長浜学校給食センター所長   金森和善 

教育総務課長代理             今井健剛 

教育総務課主幹              藤田哲夫 

教育総務課主査              大石文哉 

 

６．傍聴者 

   なし 
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Ⅱ 会議次第 

１．開 会 

２．議 事 

日程第１ 会議録署名委員指名 

日程第２ 会議録の承認 

    10 月定例会 

   日程第３ 教育長の報告 

   日程第４ 議案審議 

   日程第５ 協議・報告事項 

   日程第６ その他 

３．閉 会 

 

Ⅲ 議事の大要 

１．開 会 

教育長からあいさつの後、開会宣言があった。 

 

２．会議録署名委員指名 

川口委員、西前委員 

 

３．会議録の承認 

10 月定例会 

 特に指摘事項はなく、10 月定例会の会議録は承認された。 

 

４．教育長の報告 

  教育長：本日は４点報告いたします。１点目は教職員の不祥事です。教育活動

中のことではございませんが、教育は人格の完成、陶冶を目指す営みであり、

断じて許しがたい蛮行であると断言いたします。市民の皆様、保護者の皆様、

とりわけ子どもたちにとっては痛手であり、教育への不信感は多大なもので

あると認識しております。平素よりリスク管理に努めておりましたが、改め

て全小・中学校、園において全力を挙げ、信頼の回復に努めたいと思います。 

    今後、本市の教育でこのような不祥事が二度と起こらないよう、教育長以

下、全力で邁進してまいりたいと思います。本当に申し訳ございませんでし

た。 

   ２点目は小学校陸上記録会です。地域の皆様及び保護者からの厳しいご指

摘もいただき、10 月 30 日に再度開催いたしました。天気は十分には恵まれま

せんでしたが、委員の皆様にもご出席いただき、大会を無事に挙行すること

ができました。子どもたちも全力を出してくれ、寒さを吹き飛ばす素晴らし

い記録会になったと思っております。大きな大会でありますから、今後は、
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子どもたちの思いをしっかりと受けとめ、予備日を設定する方向で臨みたい

と考えております。 

 この記録会の後、残念なことが起こりました。この記録会の結果は、広報を

通じて市民の皆様にお知らせしておりますが、氏名を間違えるという大きなミ

スがあり、担当の課長以下、厳しい指導を行いました。教育委員会事務局自ら

が重大なミスをしたということで、これも重く受けとめております。今後細心

の注意を払い、事務の向こうには子どもがいるのだということを肝に銘じて執

務に当たりたいと思います。 

３点目は鏡岡中学校のことです。来春、義務教育学校として出発する鏡岡中

学校の校史 70 周年と閉校の記念式典が、11 月４日に行われました。地域から

300 人のご出席があり、生徒諸君も文化祭を並行して行い、大変盛り上がりま

した。生徒会長も、挨拶の中で 70 年の歴史を踏まえながら、既に来春からの

新校に思いを馳せておりました。さまざまな課題はありますが、現段階まで新

校に向けての段取りは全て順調に進んできており、いい新校が立ち上がるもの

と確信しております。 

４点目はユネスコの「世界の記憶」登録のことです。本市では、高月出身の

雨森芳洲先生に関わる事績について、地元の芳洲会が 100 年近い歴史の中で積

み重ねてこられました。その歩みがユネスコに認められ、10 月 31 日に登録さ

れるとの朗報が市にもたらされました。11 月 11 日には、富永小学校で芳洲先

生子どもミュージカルと登録記念式典が行われ、児童だけでなく地域の皆様に

もたくさんおいでいただきました。 

富永小学校の芳洲先生子どもミュージカルは、今年で 12 回目を迎えます。

小学校１年生から６年生までの全ての児童だけでなく、富永学区のご高齢の方

を含めて地域のミュージカル合唱団を組織しておられ、すばらしい合唱を披露

いただきました。１時間半にわたる壮大なミュージカルで、皆さん大変感激し

ておられました。 

雨森芳洲先生については、どういう方で、どんな功績があったのかというこ

とについてまだまだ知られていないのではないかと思います。江戸時代中期に、

対馬藩に赴任され、朝鮮との外交官として活躍された方で、将軍交代ごとに朝

鮮の文化使節が江戸に参るという朝鮮通信使を成立された方と伝わっています。 

先生は、相手を認めながら誠実で真摯に徹するという外交姿勢をモットーと

しておられましたが、この教えは単に外交関係だけではなく、人と人とのあり

ようにも普遍的な価値を持っていると思います。富永小学校の児童がその精神

をしっかりと受け継いでいる姿を見せていただきました。今後も、地道な活動

を通じて、本市の教育の中にも取り込んでまいりたいと思います。 

ミュージカルの後で、実行委員会により登録記念の式典が行われました。本

市では、長浜曳山まつりが無形文化遺産になっており、２つのユネスコ登録を

持つという、県下でも稀な文化の町としての記念碑を打ち立てることができま
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した。いずれも 300 年等々長い期間における地域の先人からの継承であります。

このことをしっかりと受けとめて、今の私どもが次の子どもたちとともに、地

域の文化教育を進めてまいりたいと思います。 

  少し長くなりましたが、教育長報告は以上にさせていただきます。 

 

５．議案審議 

「議案第 31 号 議会の議決を経るべき教育関係議案について」は、市議会で

審議される前の情報であり、公にすることにより市民等の間に混乱を招くおそれ

があることから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第７項の規

定に基づき非公開としたい旨の発議が教育長よりあり、委員の全会一致で可決さ

れた。 

 

議案第 31 号 議会の議決を経るべき教育関係議案について（会議非公開） 

教育長は事務局に説明を求め、事務局から資料に基づき説明があった。 

特に意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり決定された。 

 

６．協議・報告事項 

・旧朝日幼稚園の利活用の公募について 

    中川次長から、資料に基づき説明があった。 

 

７．閉会 

   教育長から閉会の宣言があった。 


